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養護施援における　ある平e  四 分の屎養果出㈲こついて
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目的　 現日存点での日常の食争より 靭えされる屎養素号り 巴握し・ 微養中
料 を提供する目的-5ヽ 少ヽ年 期集鴎の一群 で'ある養設施設収奪見の食事調査を行なバ こ。

方ま　北海i4.北部り瓦啄町お≪ U"札幌市内 のふ1 施設､こつい-Z . 年発]  -ヽ ･＼iオ{りW ｝錨

乳 女3･ろ哺 を対象に、昭和58 年3  月～4一月の連峰3 日間の食 事を調査し防。その中(7))6

ゐにつさ、篤2 日目の1  日分食 事全量 と.  第ろ目目 の1 日分泉・ゑ を採取し、Nパa ，Fe，

Naバ 、Mg 〈z〉7 ゐ素にっいt  .   'i の出納を求めに 身体計測頌日a.  身長 、体重.  米 乱

胸囲、上腕 囲、mm 、皮下脂肪厚( 上一腕及び背部)  で･あり、食 品消費 でヽは/全ヽ食昌則 固八別

に秤量しに えられたｱ｀'一タの集計に当っZ  ぱ、四訂日摩喰 品標準或瓶

販食晶戌含表 の1128 種を北海匯犬俘大型計算機センターのHITAC 200H  いこ記構､きit. 常法の

如 く辰養価計算を行ない。曰本八の来養所r尋量 から充足度 を求めた。採取 し加食品、屎。

尿 の試料 は、i く混合 し. その一仰を60 ⌒'lO°C,   72時開通軋乾燥し。竃量 が`一定 した とこ

ろを粉 水とし. 兪前に供しμ 。N(i  KJeldahl 残･こより,   mnera＼は囁式分 恥瓦　Ca，Mg，Fe

μ原｝吸九光度織で、K ．Na lま炎光光度法でヽ、Pit  Van,do molybdate 峨 でヽ比色足量した。

紬果　見6'ヽ け卵自化吸収卑瓦び伴剛 気iS牟,t 次,リ いt か
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